
.敬・責任・自由設郡山開成学園報個の確立と他との協鯛

実

り
の

秋

に

思

理事長・学園長

関口修

大賞の報に沸〈大学・短大・教職員の帯加者

ひ
と
爾
ご
と
に
温
か
く
な
り
、

ひ
と
雨
ご
と
に
寒
く
な
る
日
本
の

四
季
。
記
録
的
な
猛
暑
の
日
々
が

過
ぎ
、
何
時
し
か
涼
風
が
心
に
馴

染
ん
で
き
た
よ
う
な
昨
今
で
す
。

学
生
・
生
徒
・
園
児
の
皆
さ
ん
は

有
意
義
な
夏
を
過
ご
し
、
成
長
し

た
自
分
を
実
感
し
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
。
私
達
の
図
、
日
本
の
四
季
は
誠

に
素
晴
ら
し
い
四
季
で
す
。
歳
の

暮
れ
の
譜
行
事
か
ら
、
お
正
月
に

は
梅
や
桜
の
花
を
思
い
、
そ
の
早

か
ら
ん
と
と
を
願
い
な
が
ら
、
一

年
聞
の
無
事
を
祈
願
す
る
慣
わ
し

は
、
日
本
独
特
の
精
神
文
化
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
や
が
て
、

待
ち
焦
が
れ
て
い
た
棒
と
桜
が
咲

き
、
人
び
と
の
動
き
が
活
き
活
き

と
し
だ
す
姿
を
見
る
の
は
心
地
よ

い
思
い
が
し
ま
す
。
そ
し
て
夏
、

回
聞
に
水
が
は
ら
れ
、
稲
が
元
気

を
濃
ら
せ
、
娃
の
嶋
く
音
や
蝉
の

声
を
聞
き
な
が
ら
カ
キ
氷
を
喜
ぶ

の
が
普
通
の
夏
で
し
た
が
、
今
年

の
夏
は
海
水
や
洪
水
に
見
舞
わ
れ

記
録
破
り
の
猛
暑
に
悩
ま
さ
れ
た

夏
で
し
た
。

今
は
秋
で
す
。
本
来
な
ら
ば
、

栗
や
梨
・
帯
萄
な
ど
を
初
め
、
秋

万
魚
・
キ
ノ
コ
・
落
ち
鮎
と
美
味

し
い
味
覚
に
溢
れ
て
い
た
は
ず
で

し
た
が
、
平
成
お
年
3
月
日
日
以

来
、
徐
々
に
回
復
の
兆
し
は
あ
れ

ど
も
秋
の
味
覚
を
楽
し
む
心
が
奪

ワ

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
は
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

何
故
と
の
様
な
状
況
に
成
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
私
な
り
に
思
い

を
巡
ら
し
て
見
た
こ
と
を
述
べ
、

皆
さ
ん
の
御
意
見
を
待
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
に
携
わ
る
専
門
家

や
東
京
電
力
の
人
び
と
に
は
一
通

り
の
安
全
性
に
関
す
る
知
識
は
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
今
日
の
自

然
は
今
日
だ
け
の
自
然
で
あ
っ
て
、

明
日
は
遣
う
と
云
う
自
然
の
摂
理

を
理
解
す
る
能
力
が
欠
如
し
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
事
は
人
聞
の
総
合
的
思
考
能
力

の
源
と
も
言
え
る
教
養
教
育
よ
り

も
、
即
製
栽
培
的
に
専
門
性
ば
か

り
を
重
視
し
た
学
校
教
育
に
対
す

る
反
省
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
地
球
の
成
り
立
ち
の
研
究
と
歴

史
・
文
献
に
見
ら
れ
る
地
震
の
記

録
を
融
合
さ
せ
る
研
究
、
自
然
科

学
と
人
文
科
学
の
融
合
が
あ
れ
ば

大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の

安
全
確
保
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考

え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

翻
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
め
ぐ
る
多
様

な
ソ
フ
ト
は
便
利
で
生
活
の
向
上

に
役
立
つ
も
の
で
す
が
、
使
い
方

を
誤
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
は
誰
し
も

知
っ
て
い
る
事
実
で
す
。
と
れ
と

て
も
、
自
然
科
学
と
人
文
科
学
の

融
合
に
よ
る
教
養
あ
る
人
間
と
し

て
安
全
な
社
会
に
寄
与
す
る
責
務

を
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。
秋
の
夜
景
に
知
恵
を
使
う

人
聞
の
告
の
り
方
を
考
え
て
み
た
い

も
の
で
す
。

〈
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開成の祉（2)

郡
山
女
子
大
学

富
山
女
子
大
学
短
期
大
学
留
へ
の

受
康
生
の
皆
さ
ま
へ

ま
へ
心
か
ら
お
見
舞
い
由
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
が
平
成
斜
年
度
入
学
者
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
減
免
措
置
7
項
目
に

加
え
、
新
た
に
「
風
評
被
害
等
に
よ
り
家

計
支
持
者
の
所
得
が
減
少
し
、
学
費
支
弁

が
困
難
に
な
っ
た
方
」
へ
の
項
目
を
追
加
い

た
し
ま
す
。

ま
た
下
記
の
よ
、
ヲ
に
特
待
生
の
特
典
の

お
山
女
子
大
学

冨

w山
女
子
大
学
短
期
大
学
修
学
長
岡
ロ

’B 

東日本大震災で被災された管さ

犠祭種別 被災肉嘗 捜鍵輯等減免支援益事 捜鍵輯等
帯号 減免申前書に渇付するE明書輝

家計支持者（家計維持者）が 入学金・袋業料他舗綾充実質・教育充実 後災による死亡~たは行方不明の挺明il

① 
死亡した方、または行方不明 ，置を含む）者！：.長で、大学生は4年間、短 （平成お年度交付のもの｝
と立っている方 大金は2年間、金額免除する．

ヨ依昔十支持者（家計維持者）が 鐙着陸軍再~7象j免除する．免除期間は、再雇 解雇通知書、動君臨9r;等発行の失鴻証明省、

② 
失漉している方 用されるまでとし、.長で大学生・短大生 後災による自営業の廃業を自証明する・類、

とモ，tζ2年間とする． 自営業の製品·•農家の農産品の出荷停止
等唱E程明する・績など

舗~it支持者｛富良計維持者） '/j(2 鐙着陸料司！：3劃5分免除する．免除期聞は、 解雇湛知書、勤務先等知寺の失職証明書、

③ 
名で、そのうち1名が失滋して 湾雇用されるまでとい重量長で大学生・短 後災による自首着陸の廃業を証明する・類、
いる方 大生ともに2年間とする． 自管業の製品・Ai院の良産品の出荷停止

宅撃を証明する・績など

員長計支持者（家計維持者）が 授業料~半額免除する．免除期聞は、入院 後災による長期入院を示す証明．など

④ 
長期入院している方 期間iζ応じて決定する．

自宅if.金持臨または派出した方 入学金・授業料を全額免除する．免除期間 会緩または派出の猿災（被災）証明谷（lit

⑤ 
は、大学生・短大生ともに1年間とする． 成お年度受付のるの〉

自宅が半獲した方 入学金・授業絡を半額免除.，る．免除銅聞 学績の猿災〈被災）証明曾〈平成23年度交

⑥ 
は、大学生・短大生ともに1年間とする． 付のもの）

自宅b't平成23年度指定の『原 入学金・授業料を金額免除する．免除期間 原書毒事E敏彼災による警戒区主義・計画的選

⑦ 
発事故審員E区減」（20キロ園 は、大写生・短大生ともに1年期とする． 翼業区織であるとと、および遜蟻穏健司E示す
内）ならびに『針面的進量産区 置明・（平成23年度交付のもの〉など
減Jic::ある方

凪惇.害等により家計支持者 f受講医科を5目pJないし7lPJ免除する．免除期 所得E明・~たはそれに代わるもの｛源

③ 
の所得が減少し、学賞受弁が 聞は、窓計支持者（富良軒維持者｝の所得が 泉徴収票・確定申告．等【コピー可】）

園錘になった方 学賞支弁可能となる＊での期間とする．

こ
れ
ら
制
度
の
運
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
支
援
制
度
を
確
認
し
、
申
請
舎
に
記
入

し
て
、
被
災
を
証
明
す
る
書
類
や
入
学
願

書
と
一
一
痛
む
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
合
否

判
定
結
果
と
同
時
に
認
定
結
果
を
遜
知

し
ま
す
。
申
請
書
は
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

園
こ
れ
ら
の
問
い
合
わ
せ
先

郡
山
女
子
大
学

教
務
部
・
入
学
事
務
部
ま
で

也
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圃
平
鹿
沼
年
鹿
方
歯
周
纏
宵
醤
嵐
会

・8会
場
で
聞
櫨

本
学
園
の
平
成
お
年
度
方
都
別
教
宙
開
懇

談
会
が
6
月
鴻
自
の
仙
台
、
浜
通
り
方
部

会
か
ら
始
ま
り
、
7
月
日
目
の
県
南
方
部

会
（
白
河
〉
ま
で
の
8
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

郡
山
方
部
会
は
3
0
0人
が
出
席
し
て
7

月
6
目
、
建
学
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

第
mw国
学
園
教
育
充
実
研
究
会

『
饗
ひ
合
い
、
教
え
合
う
学
園
ヘ
」

*S:RUとして提出・鎖~原放とし~すolf~値された飯明・は、後日返却いたしtす。，@di新たに追加された支援項目です。

第
品
切
国
学
園
教
育
充
実
研
究
会
〈
大

学
・
短
大
・
教
員
及
び
事
務
局
職
員
の

都
）
が
9
月
沼
田
、
建
学
記
念
講
堂
小
ホ

ー
ル
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
会
は
、

本
学
園
教
聴
員
の
た
め
の
研
修
大
会
で
あ

る。
8
月
5
日
に
高
校
の
部
、
8
月
初
日
に

幼
稚
園
の
部
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
締
め
く

く
り
と
し
て
9
月
日
日
に
大
学
・
短

大
・
事
務
局
職
員
の
部
が
開
催
さ
れ
た
。

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
「
学
び

合
い
、
教
え
合
う
学
園
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
各
種
の
報
告
会
、
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
た
。

午
前
中
は
、
教
員
・
事
務
局
職
員
合
同

で
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

i
a
K
G
C」
と
題初めて鱒鍵されたワールト劫フヱ

し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
。
「
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ご
と
は
、
お
茶
や
お
菓
子
を
囲
ん
だ

和
や
か
な
雰
圏
気
の
中
で
、
意
見
交
換
を

行
う
討
議
法
で
あ
る
。
途
中
、
メ
ン
バ
ー
を

替
え
な
が
ら
、
多
様
な
意
見
に
触
れ
る
と

い
う
の
も
大
き
な
特
畿
で
あ
る
。
討
議
の

テ
ー
マ
は
「
郡
山
開
成
学
聞
の
魅
力
に
つ
い

て
考
え
よ
う
」
で
あ
っ
た
。
多
様
な
意
見
に

触
れ
る
こ
と
で
、
教
職
員
一
問
、
学
園
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

午
後
は
、
教
員
の
部
と
事
務
局
積
員
の

部
に
分
か
れ
、
各
々
で
研
修
を
行
っ
た
。
教

員
の
部
の
前
半
で
は
帝
京
大
学
か
ら
井
上

史
子
准
教
授
を
お
招
き
し
、
「
学
生
に
よ

＆
能
動
的
学
修
を
目
指
し
た
大
学
授
業

の
転
換
」
と
題
し
た
講
漬
会
を
催
し
た
。

講
演
で
は
、
従
来
、
一
方
向
的
な
「
知
識

の
注
入
」
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
大
学
教

育
を
、
学
生
の
鎗
動
的
な
学
び
の
場
へ
と

転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
、
ヲ
こ
と
が
述

べ
ら
れ
た
。
明
換
な
趣
旨
と
豊
富
な
具
体

例
に
、
多
く
の
教
員
が
メ
モ
を
取
り
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
た
。

第
2
部
で
は
、
授
業
改
善
の
た
め
の
意

見
交
換
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
た
。
下
記
の
よ
う
に
、
科
目
種

別
に
3
つ
の
分
科
会
が
並
列
実
施
さ
れ
た
。

「
学
修
成
果
を
上
げ
る
講
義
と
は
」
〈
山
本

格
調
教
授
、
石
田
智
宏
准
教
授
、
京
免
微

明
珍
賢
司
家
族
会
会
長
、
関
口
修
学
園
長

が
議
拶
。
山
本
教
務
部
長
か
ら
は
単
位
の

履
修
・
認
定
や
取
得
可
能
な
免
許
状
・

免
許
証
・
資
格
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。
田

辺
学
生
生
活
部
長
か
ら
は
「
学
生
生
活
の

指
導
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
、
森
就
職
部

長
が
学
園
の
就
聴
支
援
体
制
や
、
大
学
・

短
大
の
就
職
率
な
ど
を
説
明
し
た
。
こ
の

後
、
（
株
）
デ
ィ
ス
コ
東
北
支
社
の
菅
野
健

朗
氏
が
「
現
在
の
就
職
環
境
1
時
代
の
褒

選
1
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

講演する帝京大学鉢よ史子准教授

雄
講
師
）
「
学
修
成
阻
棋
を
上
げ
る
実
験
・

察
官
と
は
」
（
諸
問
信
久
教
授
、
紺
野
信
弘

教
授
、
坂
上
演
教
授
工
学
修
成
果
を
上

げ
る
実
技
・
漬
習
と
は
」
〈
岡
部
富
士
夫

教
授
、
横
野
掌
教
授
、
鍋
山
友
子
講
師
）

各
分
科
会
で
は
、
話
者
、
会
加
者
を
交
え

て
、
学
生
に
如
何
に
学
修
成
果
を
身
に
つ

け
さ
せ
ら
れ
る
か
が
熱
心
に
討
議
さ
れ
た
。

事
務
局
職
員
の
部
で
は
、
各
部
署
に
よ

り
年
度
計
画
の
進
捗
状
況
の
中
開
発
表

会
が
値
さ
れ
た
。
普
段
、
知
る
こ
と
の
少
な

い
他
部
署
の
取
り
組
み
、
進
捗
状
況
の
報

告
に
、
多
く
の
事
務
局
職
員
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

阿
部
会
の
後
、
金
体
会
が
行
わ
れ
、
各

部
会
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。
最
後
に
関

口
修
学
園
長
よ
り
コ
学
び
合
ど
の
精
神

の
下
、
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
」
と
の
講
評
が
あ
り
、
本

年
度
研
究
会
を
締
め
括
っ
た
。



孟よ
弱堂
年侃

度大
天学
学短
章主
主妻窓口

読盟
実蔵
施会
内両
容催
等｜
説
明
会

平
成
初
年
度
の
「
大
学
・
短
大
入
学
者

選
抜
実
施
内
容
等
説
明
会
」
が
6
月
沼
目
、

建
学
記
念
講
堂
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
県

内
外
か
ら
白
人
の
進
学
指
導
教
諭
ら
が

参
加
し
た
。

関
口
修
学
長
が
「
本
学
は
除
染
も
進
み
、

安
全
安
心
な
環
境
で
す
。
学
生
の
授
業
評

価
を
取
り
い
れ
た
成
呆
が
随
所
に
表
れ
、

就
職
率
も
1
0
0
%で
す
。
こ
れ
か
ら
も

全
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
指
導
的
な
立

場
に
立
つ
視
野
の
広
い
人
聞
を
育
て
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

影
山
副
学
長
・
授
業
料
等
減
免
支
援

措
置
委
員
長
か
ら
は
お
年
度
は
従
来
の

「
授
業
料
等
減
免
支
援
措
置
」
7
項
目
に

加
え
「
風
評
被
害
等
に
よ
り
家
計
支
持
者

の
所
得
が
減
少
し
、
学
費
支
弁
が
困
難
に

な
っ
た
方
」
へ
の
新
た
な
支
援
項
目
も
発
表

さ
れ
た
。
安
斎
入
学
事
務
部
長
が
「
指
定
枝
に
つ

い
て
の
考
え
方
」
と
「
特
待
生
対
象
者
の
拡

大
に
つ
い
て
」
説
明
し
た
。

次
い
で
各
学
科
の
主
任
教
授
か
ら
学
科

説
明
、
個
別
面
談
で
は
選
按
形
態
に
関
わ

る
具
体
的
な
対
応
や
取
得
で
き
る
資
格
、

就
職
な
ど
質
問
が
相
次
い
だ
。
同
時
に
設

置
さ
れ
た
出
身
学
生
と
の
面
談
会
場
で
は
、

教
え
子
か
ら
本
学
の
授
業
や
日
常
生
活

な
ど
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。
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－
募
集
人
員

【
大
学
院
】

本
大
学
院
は
、
本
大
学
家
政
学
部
人
間

生
活
学
科
及
び
食
物
栄
養
学
科
を
基
礎

に
、
人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専

攻
の
修
士
課
程
（
2
年
て
さ
ら
に
博
士

（
後
期
）
課
程
（
3
年
）
を
設
け
て
い
る
。

O
人
間
生
活
学
研
究
科

修
士
課
程
叩
名
（
含
昼
夜
間
講
制
）
。

博
士
（
後
期
）
課
程
3
名。

【
大
学
】

家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
却
名
（
生
活

総
合
コ
l
ス
叩
名
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

m名
・
福
祉
コ
1
ス
却
名
）
。
家
政
学
部

食
物
栄
養
学
科
別
名
。

【
大
学
3
年
次
編
入
】

本
大
学
で
は
、
両
学
科
と
も
3
年
次
へ

の
編
入
を
認
め
て
い
る
。
募
集
人
員
は
両

学
科
と
も
各
叩
名
。

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
専
門
課
程
を
卒
業
、
修
了
ま
た
は
見
込

み
が
条
件
で
あ
る
が
、
同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
も
出
顕
で
き
る
。

【
短
期
大
学
部
】

家

政

科

福

祉

情

報

専

攻

組

名

家
政
科
食
物
栄
養
専
攻

m名

幼

児

教

育

学

科

凶

名

生

活

芸

術

科

却

名

音

楽

科

羽

名

文

化

学

科

却

名

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

人
間
の
歴
史
や
文
化
を
体
系
的
に
学

び
、
総
合
的
な
判
断
力
、
豊
か
な
人
間
性

を
培
う
。
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の

審
査
を
パ
ス
す
る
と
「
文
学
士
」
の
学
位
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

m名

．
選
抜
方
法

推
薦
生
（
特
待
生
・
指
定
枝
・
公
募
）

特
別
生
（
専
門
・
総
合
学
科
／
高
等
専
門

／
専
修
学
校
／
社
会
人
／
高
認
合
格
者

／
外
国
人
留
学
生
／
帰
国
子
女
）

高
大
連
携
生
（
本
附
属
高
校
生
）

平
成
初
年
度
郡
山
女
子
大
学
附
属
高

等
学
校
教
育
内
容
等
説
明
会
が
、
9
月
四

目
、
建
学
記
念
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

県
内
各
中
学
校
の
進
路
指
導
関
係
の
先

生
方
が
、
本
校
の
教
育
内
容
に
耳
を
傾
け

た。
午
後
の
5
時
間
目
の
授
業
は
公
開
授

業
と
し
、
日
常
の
附
属
高
校
の
授
業
の
様

子
を
参
観
で
き
る
よ
う
に
し
た
た
め
、
中

学
校
の
先
生
方
は
校
舎
内
を
移
動
し
な

が
ら
参
観
し
、
当
該
中
学
校
出
身
の
本
校

生
と
歓
談
す
る
姿
も
随
所
で
見
受
け
ら

れ
た
。全
体
会
は
、
関
口
修
学
園
長
が
、
本
校

の
建
学
の
精
神
と
、
女
性
が
今
日
の
社
会

に
お
い
て
呆
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
述
べ

A
O生
（
自
己
推
薦
）

一
般
生
（
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
併
用
可
）

．
選
抜
日
程

（
別
項
参
照
）

．
A
O生
選
抜
日
程

I
期
・
E
期
募
集
終
了
。

E
期
の
募
集
は
次
の
通
り
で
す
。

－
全
学
部
・
学
科
で
実
施
し
ま
す
。

－
大
学
家
政
学
部
人
間
生
活
学
科

家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科

・
短
大
家
政
科
福
祉
情
報
専
攻

家
政
科
食
物
栄
養
専
攻

幼
児
教
育
学
科
・
生
活
芸
術

科
・
音
楽
科
・
文
化
学
科

エ
ン
ト
リ
ー
期
間

2
／
凶
（
金
）
i

2
／
お
（
金
）

面
接
日

3
／
7
（金）

合
否
通
知
発
送
日

3
／
ロ
（
水
）

＊
詳
し
く
は
教
務
部
・
入
学
事
務
部
ま
で

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
次
い
で
、
人
幡

文
明
枝
長
が
、
本
校
の
教
育
方
針
、
本
校

卒
業
後
の
進
学
状
況
、
平
成
部
年
度
入
学

者
選
考
要
項
、
奨
学
金
及
び
支
援
金
制
度

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
普
通
科
・
音
楽
科
・
美
術
科
・
食

物
科
の
学
科
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に

つ
い
て
、
本
校
生
の
生
の
映
像
と
戸
を
交
え

な
が
ら
、
各
学
科
主
任
が
説
明
し
た
。
さ

ら
に
、
大
学
か
ら
、
山
本
裕
司
教
務
部
長

が
高
大
連
携
教
育
、
高
大
連
携
入
試
の
内

容
、
本
大
学
・
短
大
卒
業
後
の
就
職
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
中
学
校
の
先
生

方
か
ら
は
、
出
願
書
類
等
に
関
す
る
質
問

が
出
さ
れ
た
。

【
入
学
者
選
考
の
概
要
】

－
募
集
人
員

2
2
0名
（女
子
の
み
）

〈
普
通
科
〉
1
5
0名

〈
音
楽
科
〉
店
名

〈
美
術
科
〉
却
名

〈
食
物
科
〉
お
名

2

選
考
種
類

推
薦
生
・
特
待
生
・
学
力
選
考
生

〔 平成26年度 入学者選抜日程 〕

選接方法 願書受付期間 選撮目 合否闘継目手観音締切日

指定校推蕗生・特待生
公募推薦生I期 10/18（金）～11/1（金） 11/9（土｝ 11/15（金） 11/28（木｝

大 特別生I期

高大連携生 10/18（金）～11/1（金） 11/8（金｝ 11115（金） 11/28（木）

公募推薦生E期
11/15（金）～11/泊（金｝ 1V7C土） 12/13（金） 1V26C木）

学
特別生E期

一般生I期 1110（金）～1/24（金） 2/1（土） 2nc金｝ i~ 固固 ~初17 f制.Ill 

一般生E期 V3＜月）～2/17（月） V21C金） V27（木） g 固固 ft：鈎13~：本.，..】】

指定枝推薦生・特待生

短
公募推薦生I期 10/18（金）～11/1（金） 11/9（土） 11115（金） 11128（木）

期
特別生I期

高大連携生 10/18（金）～11/1（金） 11/8（金） 11115（金） 11128＜木）
大
公募推薦生E期
学 特別生E期 11/15（金）～11/却（金｝ 1V7C土） 12/13（金） 1V26C木）

田 一般生I期 1110（金）～1124（企） 2/1（土） 2n（金｝ 第’.~固固 ~~ 伺f木｝】
一般生E期 V3C月）～2/17（月） V21C金） V27C木） ’’.~ 固回 ft~ ｛｛本本｝｝ 

選考種類 権麗生 特待生 学力選考生

出願 平成26年1.@9日｛（本金）） 平成お年1月1g日日｛（木金｝） 
期間 10日

選考日 平成26年1月21目（（火水）） 平成お年1月22日（水｝
22日

合格 平成26年明30日｛本） 平成お年明30日（木｝
発表日 12:00 12:00 

入学
平成お年2月13日｛木）まで ’平第平B成2鹿12次おkお手手年年続続之3きき月月13日（木）まで

手続日
17日（月）まで

平成26年度入学者選考に閲する日程一覧

聞19よよ
狸守くく
鑑白かみ
薗2会る
ドょ
日てく書、圃
く

本
国
は
「よ
く
み
る
よ
く
き
く
よ

く
か
ん
が
え
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
健
や

か
で
明
る
く
、
素
直
な
、
賢
い
こ
ど
も
に
育

て
る
た
め
、
体
を
鍛
え
、
基
本
的
な
生
活

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
正
し
い
生
活
態

度
を
養
っ
て
い
る
。
遠
足
、
、
お
誕
生
会
、
お

泊
り
保
育
な
ど
で
の
友
だ
ち
関
係
も
大

切
に
し
て
い
る
。

送
迎
用
の
ス
ク
ー
ル
パ
ス
も
運
行
、
延
長

保
育
も
あ
る
本
国
の
お
年
度
願
書
受
付

は
叩
月
1
日
か
ら
。
凶
月
四
日
は
面
接
日

と
な
っ
て
い
る
。

－
進
学
相
談
会
を
開
催

入
学
事
務
部
で
は
も
み
じ
会
の
両
日
、

進
学
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
叩
月
四
日
・
日
日

9
時
i
M時
ま
で

場
所
創
学
館
2
F
ホ
ワ
イ
エ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
入
学
事
務
部
ま
で
。
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パ
ネ
ル
展
示
や
実
臆
等
で

教
育
内
曹
を
観
明
文
学
／
人
間
生
活
豊
科

を模聾性まをりそ示~

!1:aa~11~琵ど集介活宅容！］.宅シ含
ーー ｛ーーー『冒咽ー 三五重5 コザ

a.J ~ ~ 賢官.1 ~ 
会胆 親：？＇：1FW が ；：.京＝
~註話昌男 千三義福

'"=f!：~ ：生 1宮育埜

5受容i
かはをここ

三五芝
3コースの蜜育内容の脱帽を豆ける

「
管
理
栄
養
士
』
の

仕
事
の
内
曹
を
紹
介

文
学
／
食
輔
梨
聾
型
自
制

健
康
を
「
食
」
か
ら
支
え
る
「
管
理
栄

養
士
」
の
仕
事
内
容
を
説
明
し
た
。
管
理

栄
養
士
の
国
家
試
験
に
向
け
て
授
業
の
充

実
を
困
り
、
模
援
試
験
実
施
な
ど
、
万
全

の
支
援
体
制
を
採
っ

打
盟

問山

て
い
る
と
説
明
。
在
ー
岡

崎

学
生
と
の
撃
で
は
、

d

明

提
案
内
容
、
サ
I
ク

［場

恥

ル
活
動
、
教
養
曹
座
、

羽

加

芸

術

鑑

賞

講

座

な

世

ど

の

質

問

が

あ

っ

た

。

国

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

l
Bど
3
露
座
で

棋
蝿
担
麗
を
体
験

短
大
／
車

「
ぜ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う
」

「パ
ソ
コ
ン
の
楽
し
み
方
」
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
号
ヲ
」
の
3
購
塵
で
模
提

授
業
を
体
験
。
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

や
名
刺
の
交
換
の
仕
方
な
ど
の
指
導
を
受

け
た
。

実i
食
物
栄
養
学
科
で
は
腎
臓
病
の
方
の

食
事
を
参
加

調

・
4
1
・L
J

し
た
高
校
生
が

よ

t
E

試
作
、
試
食
し

ャ
＼

－一

た
。
メ
イ
ン
メ
ニ

マ持

p
a

ユ
1
は
、
低
タ
ン

司叫・
4
4r

パ
ク
質
申
書
麺

「

4
1J

を
用
い
た
五
日
L
4
開
園
、

冷
麺
。
当
日
は

守

2
年
生
が
準
備

に
協
力
し
た
。

・郡山女子大学大学院
・郡山女子大学
・郡山女子大学短期大学部
・郡山女子大学附属高等学校
・郡山女子大学附属幼稚園

模
擬
授
業
に
出
席
し
、
施
設
の
見
学
や
在
学
生
と
の

懇
談
、
直
接
志
望
学
科
の
先
生
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
今
年
は
6
月
時
目
、

7
月
四
目
、
9
月
8
日
の
3
日
間
開
催
さ
れ
た
。

3
日
間

の
参
加
者
は
東
北
各
県
や
北
関
東
、
新
調
な
ど
か
ら
l，

o
o
o人
が
参
加
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
関
口
修
学
長
が
建
学
の
精

神
と
沿
草
、
女
子
の
高
等
教
育
へ
の
熱
意
を
語
り
、
本
学

の
人
間
教
育
と
そ
の
概
要
に
理
解
を
深
め
た
。
各
科
が

実
施
し
た
当
日
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

私たちの学園
学聞を通し、女性の生き方を考える。
未来に向けた学びの一歩

本学の魅力にふれる

fオープンキャンパスj開催

~’司E: 5・r. '!jj＿，ヨ圃Z弓..  
・V白~

附
属
高
校
の
平
成
昂
年
度
「
体
験
入
学

会
」
が
、
7
月
釘
日
開
催
さ
れ
、
郡
山
市
内

は
も
と
よ
り
県
内
各
中
学
校
か
ら
中
学

生
、
教
員
、
保
護
者
、
合
わ
せ
て
3
4
2名

が
訪
れ
た
。

全
大
会
は
建
学
記
念
構
堂
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
放
送
部
高
橋
妙
、
鶴
田
明
日
香
の

楽
し
い
進
行
で
進
め
ら
れ
た
。
最
初
に
八

幡
文
明
校
長
よ
り
、
「
本
校
に
お
い
て
学
業

と
部
活
動
の
両
立
を
」
と
歓
迎
の
言
葉
が

〕

m綿

開成の社（5)

! 

食物科の摂娘老体.

述
べ
ら
れ
、
ピ
デ
オ
に
よ
る
学
校
紹
介
が
軒

わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
種
積
春
乃
生
徒
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
本
校

生
徒
代
表
（
普
通
科
笹
山
事
花
、
音
楽
科

斉
藤
百
花
、
美
帯
科
佐
藤
睦
美
、
食
物
科

芳
賀
智
帆
）
に
よ
る
各
科
の
説
明
が
、
高
技

生
活
の
体
験
を
踏
ま
え
親
し
み
ゃ
す
い
内

容
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
放
送
部
制
作
に
よ

る
、
部
活
動
紹
介
ピ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

全
大
会
後
、
事
加
者
は
施
設
見
学
、
授

業
体
験
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
附
属
高

校
の
活
動
を
体
験
し
た
。
特
に
音
楽
科
、

美
術
科
食
物
料
の
体
験
で
は
、
実
習
や
実

技
を
通
し
て
高
校
の
授
業
の
一
端
を
身

体
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
中
学
生
は

満
足
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
午
後
か

ら
行
わ
れ
た
希
望
者
に
よ
る
部
活
動
体
取

で
は
、
高
校
生
の
力
あ
ふ
れ
る
槙
技
や
動

き
に
圧
輔
さ
れ
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
交
続
会
会
場
で
は
、
本
技
生
徒

と
参
加
中
学
生
が
、
高
校
の
生
活
全
般
に

わ
た
っ
て
様
々
な
意
見
の
交
歓
が
行
わ
れ
、

活
発
な
交
況
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
体

験
が
、
中
学
生
の
進
路
運
択
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

子
ど
も
の
教
育
・

保
育
の
基
本
を
体
験

短
大
／
幼
児
教
育
学
科

参
加
者
か
ら
は
幼
児
教
育
学
科
の
教
育

目
標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
取
得
資
格
、就
職

状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
相
政
い
だ
。

実
技
で
は
「
歌
・
リ
ズ
ム
遊
び
体
験
」
「
造

略
体
験
」
「
乳
児
保
育
体
験
」
な
ど
を
真

剣
に
学
ん
だ
。

絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・

C
G等
の
実
習
室
を
見
学

短
大
／
生
活
芸
術
学
科

腎儲需の方の食事を作る

絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・

C
Gな
ど
の

実
習
室
を

本
科
学
生

と
一
緒
に

希
望
の
コ
ー

ス
を
遺
ぴ

な
が
ら
見

学
し
た
。

ピ
ア
ノ
・
声
灘
・
ソ
ル
フ
ェ

l
ジ
ユ

等
＠
擾
業
を
見
学

短
大
／
音
讃
科

ピ
ア
ノ
・
声
業
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ソ

ル
フ
ェ
1
ジ
ユ
な
ど
の
実
技
闘
係
の
授
業
を

熱
心
に
見
学
し
て
い
た
。

才プンキャンパスの才リエンテシヨン

圃
「
フ
ァ
イ
ト
」
を
敵
い
・
よ
げ
単
歳
長
賞

－
ー
高
校
高
内
含

l
ル

l

ク
ラ
ス
が
一
つ
に
な
っ
て
心
の
歌
を
表

現
す
る
恒
例
の
枝
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
、

6
月
施
日
行
わ
れ
3
年
食
物
科
が
学
校

長
賞
に
輝
い
た
。
全
学
年
四
組
が
挑
聴
し
、

聴
衆
の
心
を
引
き
付
け
る
素
晴
ら
し
い

合
唱
を
麓
露
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

マ
学
校
長
賞

3
年
食
物

金

賞

1
年
1
組

優

良

質

1
年
食
物

2
年
2
組

3
年
2
組

今

園
第
町
田
福
島
県
含
圃
コ
ン
ク
ー
ル

園
東
北
大
会
へ
出
場

－
大
学
ユ
l
ス
合
唱

マ
銀
賞
郡
山
女
子
大
学

女
声
合
唱
団

－
高
校
の
部

マ
金
賞
郡
山
女
子
大
学
附
属
高
校

＊
共
に
東
北
大
会
出
場

開
直
の
杜

－
平
成
お
年
度

大
会

附
属
高
校
校
内
球
技

「
ハ
ン
サ
ム
ワ
l
マ
ン
新
島
八
置
の

文
化
史
」
を
学
ぷ

短
大
／
文
也
単
科

造形体臓lζ穆加

「
ハ
ン
サ
ム
ウ

ー
マ
ン
新
島
入

重
の
文
化
史
」

と
い
も
ヲ
テ
1
マ

で
、
日
本
史
、

美
術
史
、
文
化

史
資
額
融
か

ら
大
河
ド
ラ
マ

の
主
人
公
・
新

島
八
重
の
実

像
に
せ
ま
っ
た
。

圃
『『＝ヨンサ
l
ト
・

圃
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
歓
迎

今
年
も
在
学
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
潰
奏
が
行
わ
れ
た
。
6

月
国
日
は
短
大
・
音
聾
科
目
人
が
「
赤
い
サ

ラ
フ
ァ
ン
」
「
ほ
た
る
こ
い
」
「
夢
み
た
も
の

は
」
「
は
る
か
な
友
に
」
の
4
曲
を
接
露
し

た。
7
月
日
日
は
短
大
・
幼
鬼
教
育
学
耕

日
人
に
よ
る
ハ
ン

－

ド
ベ
ル
積
奏
が

行
わ
れ
、
「
主
、
わ

れ
を
愛
す
」
「
ア

マ
リ
リ
ス
L

「大

き
な
古
時
計
」

な
ど
8
曲
を
演

奏
し
て
、
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
た
。

ー・・皿』．． 一
見事芯歌声を娘.する短大・音灘科

ピアノの個人レッスン奄受ける鯵加者

園
無
料
送
迎
パ
ス

圃

＆
7
年
は
7
ル
l
ト
で
運
行

オ
1
7
Jキ
ャ
ン
パ
ス
に
県
内
外
の
多
く

の
高
校
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
実
際
に

本
学
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
今
年
も

無
料
送
迎
パ
ス
が
運
行
さ
れ
た
。
昨
年
の

6
ル
ー
ト
か
ら
7
ル
1
ト
に
増
便
さ
れ
た
。

米
沢
市
か
ら
パ
ス
を
利
用
し
た
女
子
高
校

生
は
「
朝
早
い
出
発
だ
っ
た
が
、
場
所
を
間

違
え
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
無
料
な
の

で
良
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

言
』｜
一ヌ

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
1
位

3
年
食
物
組

傭
2
位

3
年
1
組

第
3
位

2
年
2
組
・

2
年
3
組

V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
1
位

1
年
2
組
A

第
2
位

1
年

2
組
B

第
3
位

3
年
食
物
A

V
車
窓

第
1
位

第
2
位

第
3
位

2
年
3
組
B

－
年
2
組
B

3
年
音
美
組
A

1
年
音
美
組
B

3
年
Z
組
C

園
県
防
犯
協
会
連
合
会
主
催

－
「
地
場
安
一
全
運
動
・
暴
力
追
放
運
動

園
ポ
ス
タ
ー
・
楓
酉
」
コ
ン
ク
ー
ル

マ
宙
開
校
生
・
一
一
般
の
部

優
秀
賞
橋
本
絢
華
（
附
属
高
校
3
年）

美ししV＼ーモニーを按毘

－
早
成
箇
年
度
妖
精
＠
鎗

園
コ
ン
テ
ス
ト

マ
一
般
の
部

妖
精
大
賞

横
本
成
美
（
附
高
高
校
3
年）

妖
精
単
大
賞

護
漣
椿
理
佳
（
短
大
・
生
芸
2
年）

マC
Gの
部

妖
精
単
大
賞

西
之
官
結
（
附
属
高
校
3
年）

－
一
第
町
田
県
総
合
費
術
展

マ
洋
画
の
部

青
少
年
美
術
奨
励
賞
・
県
教
育
長
賞

鈴
木
杏
奈
（
附
属
高
校
3
年）

入
選安
藤
愛
理
・
贋
甑

大
・
生
芸
2
年）

友
紀
（
短

－
一
第
回
目
掴
島
県
水
彩
展

入
選今
井
千
尋
・
遠
藤
若
葉
・
佐
々

木
里
佳
子
・
捧
裕
紀
（
短
大
・
生

平
成
お
隼
鹿
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
｛
北
部
九
州
健
体
）
が
大
分
県
を
中
心

に
開
催
さ
れ
、
附
周
商
校
新
体
操
蔀
が
3
年

連
続
刊
は
固
自
の
出
場
。
剣
道
競
技
に
は
星

成
員
一
さ
ん
と
草
壁
宇
咽
セ
え
が
出
場
し
た
・

第
的
固
N
H
K杯
全
国
商
枝
披
送
コ
ン

テ
ス
ト
に
肱
、
韓
国
明
白
書
奇
』
ん
と
商
帽
妙

さ
ん
が
出
渇
・
鶴
田
さ
ん
は
第
訂
回
全
国

商
等
単
品
慨
舘
合
文
化
祭
・
放
送
部
門
に
も

出
場
し
た
・－

E

荷
停
操
師

団
体
麓
技
に
お
い
て
は
、
3
年
連
続
盟

国
自
の
県
大
会
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
個
人

麓
技
に
お
い
て
は
2
年
連
続
の
優
聾
を
果

た
し
、
両
競
技
で
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

と
な
り
ま
し
た
。
5
名
の
メ
ン
バ
ー
は
地
元

の
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
プ
で
、
幼
い
頃
か
ら

新
体
揮
と
共
に
成
長
し
て
き
た
仲
間
た

ち
で
す
。
目
標
は
「
ノ
l
ミ
ス
で
上
位
入

賞
l
」
で
し
た
が
、
今
年
度
の
桔
呆
は
団
体

沼
位
、
個
人
沼
位
と
い
う
結
果
に
な
り
、
今

持
て
る
力
を
出
し
切
っ
た
も
の
の
目
揮
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
大
会
で
は
改
め
て
芸
術
性
の
高
い

表
現
力
、
レ
ベ
ル
の
高
い
緯
度
、
手
具
操
作

技
術
の
多
種
多
様
性
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
間
岨
－
川
A

a
嗣

身
に
つ
け
る
た
め
守

ιt
む

凶
榊

〒成

A
wmU
信

号

に
美
し
い
プ
ロ
ポ
1
会
理
事
一組
配

園
駅

シ
ヨ
ン
作
り
に
務
め
、
事

J

拍
i

・

』
臨

連
続
出
場
で
き
る

，

s掴

ょ

う

韓

習

に

励

ん

聞

で

ま

い

り

ま

す

。

碑

－
剣
道
部

団
体
職
・
個
人
戦
合
わ
せ
て
3
年
ぶ
り

4
度
目
の
出
場
と
な
っ
た
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
は
、
佐
賀
県
趣
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
枝
出
場
選
手
は
、
若
松
第
四

中
学
校
出
身
、
3
年
4
組
の
星
成
美
で
す
。

本
人
は
、
親
元
を
腫
れ
本
学
園
の
家
庭
寮

で
生
活
を
し
な
が
ら
練
習
に
励
み
、
自
分

芸
1
年
）
伊
藤
聖
未
・
贋
甑
友

紀
・
渡
遁
裕
理
佳
（
短
大
・
生
芸
2

年）－
一
第
引
田
県
眼
喪
蕪
コ
ン
ク
ー
ル

マ
高
校
小
編
成
の
部

銅
賞

園
第
田
回
全
国
教
随
員
卓
球

園
遭
辛
権
大
会

マ
女
子
、
Yン
グ
ル
ス
却
代
の
部

優
勝
海
谷
純
子
（
附
属
高
校
教
員
）

－
一
軍
制
田
県
南
美
術
展

園
草
野
さ
ん
（
生
芸
・
助
手
）
が

園
一
特
彊
・
県
甫
美
術
賞
を
受
賞

生
活
芸
術
科
助
手
の
草
野
順
子
さ
ん

の
作
品
「
余
韻
」
が
最
高
賞
の
特
選
・
県

南
美
術
賞
に
輝
い
た
。

園
一
軍
田
圏
直
業
実
酸
実
冒
薗
習
会

一
本
学
で
開
催

7
月
却
日
か
ら
8
月
2
日
ま
で
の
5
日

問
、
本
学
を
会
場
に
第
野
田
農
業
実
験

実
習
講
習
会
（
主
催
H
公
益
財
団
法
人

全
国
学
校
農
場
協
会
）
が
聞
か
れ
た
。
北

海
道
か
ら
兵
庫
県
ま
で
の
農
業
高
校
教

諭
な
ど
辺
人
が
参
加
し
た
。

開
講
式
で
は
開
催
大
学
を
代
表
し
て

本
学
の
藤
本
健
四
郎
主
任
教
授
が
「
原

発、
T
P
Pの
問
題
な
ど
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
き
び
し
い
。
韓
局
を
乗
り
切
る

た
め
に
本
学
の
知
識
や
研
究
な
ど
を
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

講
義
で
は
本
学
の
広
井
勝
教
授
が
「
室

生
活
と
き
の
こ
」
、
庄
司
一
郎
教
授
が
「
グ

ル
テ
ン
フ
リ
l
米
粉
パ
ン
の
製
造
」
、
諸
岡

信
久
教
援
は
「
食
品
の
放
射
性
物
質
の
分

析
」
、
藤
本
健
四
郎
教
授
が
「
旬
の
野
菜
の

お
い
し
さ
と
栄
養
価
」
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

【
生
活
葺
術
科
】

美
栴
系
コ
1
ス
へ
進
学
を
予
定
し
て
い

の
目
標
を
達
成
き
せ
ま
し
た
。
団
体
戦
で

は
出
場
で
き
な
か
っ
た
悔
し
き
と
、
剣
道

部
員
遣
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
熱
い
思
い
を

胸
に
精
一
杯
の
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
呆
は
1
固
聴
敗
退
で
し
た
が
、
全
国
レ

ベ
ル
の
剣
道
に
触
れ
課
題
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
剣
道
は
一
生
修
行
の
武
道
で
す
。

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、全
国
大
会
で

敗
退
し
た
こ
と
が
本
人
や
剣
道
部
に
と
り

次
へ
の
は
じ
ま
り
で
す
。
「
剣
は
心
な
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

出場し，'ftl訟嚢羨還手と松尾先生

－窓
富
7
月
お
日
か
ら
お
日
に
か
け
て
東
京
都

で
行
わ
れ
た
第
切
回
N
H
K杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
朗
読

部
門
か
ら
1
名
ず
つ
、
8
月
3
目
・
4
Hに

長
崎
県
で
行
わ
れ
た
第
訂
回
全
国
高
等

学
技
韓
合
文
化
祭
に
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
か
ら
1
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
舎
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
暢
い
の
残
ら
な
い

今
ま
で
で
一
番
の
発
表
が
で
き
ま
し
た
。

2
つの
大
会
を
通
し
て
、
緊
張
と
高
揚

を
強
〈
感
じ
、
そ
の
中
で
も
、
「
放
送
す
る

楽
し
き
」
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
放
送
す
る
楽
し
さ
が
強
け
れ

ば
、
そ
の
分
、
聞
き
手
に
も
強
く
伝
わ
る
は

ず
で
す
。
今
回
の
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
を
担
う
後
輩
に
も
残
せ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

白
川
山
川
川
J

L

h

h
p
－－先

日
γ』圃
a圃耐
ず
山

証平
陀
細
川
、品

笹田明B香さんαD高橋妙さん（右）

る
高
校
生
に
控
術
向
上
を
指
導
す
る
欝

習
会
が
7
月
初
日
・
包
目
の
2
日
間
、
芸

術
憶
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
加
入
が
受
講
し

た。
講
座
は
「
デ
ッ
サ
ン
」
「
C
Gア
ー
ト
」

「膳
刻
」
の
3
コ
I
ス
で
本
苧
の
教
控
等
が

指
導
し
た
。
受
講
生
は
汗
を
揖
し
な
が
ら

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
後
期
は
9
月

U
目
、
日
日
に
行
わ
れ
た
。

【
音
難
科
】

音
業
科
に
進
学
を
目
指
す
高
校
生
の

た
め
の
講
習
会
は
8
月
7
日
か
ら
9
日
ま

で
聞
か
れ
、
高
校
生
8
人
が
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
た
。
進
学
希
望
者
の
実
力
向
上
を
目
的

に
毎
一
年
開
催
し
て
い
る
。

基
礎
的
な
音
を
聞
い
て
楽
譜
を
書
い
た

り
、
楽
譜
通
り
に
歌
う
「
ソ
ル
フ
ェ
1
ジユ」

や
音
楽
理
論
の
「
楽
典
」
を
学
ん
だ
ほ
か
、

ピ
ア
ノ
や
声
楽
な
ど
科
目
別
で
の
個
人

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
。

最
終
日
に
は
聴
音
や
楽
典
の
割
勘
定
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
た
。
認
定
を
受
け
る
と
入
試

科
目
が
免
除
さ
れ
る
。

人

事

－
昇
任
問
月
1
目
付

郡
山
女
子
大
学

善
方
美
千
子
助
教
（
助
手
・
授
業

補
助
担
当
）

－
依
願
退
職

9
月
却
日
付

短
大
・
食
物
栄
養
専
攻

庄
司
一
郎
教
授

短
大
・
幼
姐
教
育
学
科

郡
司
賀
畳
准
教
授

Eト

報
古
川
良
子
先
生
｛
ふ
る
か
わ
－

q
f
s

元
郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
副
校

長
・
郡
山
女
子
大
学
講
師

8
月
5
日
死
去
苅
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

斎
藤
洋
子
先
生
（
き
い
と
う
・
さ
2
与

一
克
郡
山
女
子
大
学
教
授

7
月
日
日
死
去
包
蔵

ご
冥
掘
を
怠
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



開成の杜（6)

殺
郡
山
開
成
学
園

平
成
M
年
度

一
、
法
人
の
概
要

ω建
学
の
精
神

本
学
園
は
、
建
学
の
精
神
「
尊
敬
」
「
責

任
」
「
自
由
」
を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
お
互
い
の
個
性
を
草
重
し
、
敬

愛
で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お

い
て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
間
と

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、
責
任
あ
る
行
動

で
社
会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。
つ
ま
り
、
個

性
を
重
視
し
、
互
い
に
理
解
す
る
「
個
の
確

立
」
と
「
他
と
の
協
調
」
を
も
っ
て
、
自
主
・

自
立
で
き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
形
成
を

図
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

ω学
校
法
人
の
沿
草

O
法
人
名
学
技
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
昭
和
沼
年
4
月
n
H）

O
所
在
地
福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁

目
お
番
2
号

O
代
表
者
理
事
長
関
口
修

O
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
文
字
文
学
院

開
設
二
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
一
昭
和
剖
年
4
月

郡
山
女
子
文
学
短
期
大
学
部

開
設
…
昭
和
お
年
4
月

郡
山
女
子
夫
単
向
属
官
恩
茎
4

校

開
設
一
昭
和
沼
年
4
月

郡
山
女
平
夫
単
耐
属
幼
稚
園

開
設
一
昭
和
初
年
4
月

ω学
校
・
学
部
・
学
科
等
の
入
学
定
貝
学
生

数
の
状
況
（
平
成
倒
的
年
5
月
1
日
現
在
）

学
生
散
の
状
況

在
籍
総
数

1
、
4
5
0名

学
則
等
収
容
定
員

2
、
5
3
9名

O
在
籍
数
一
覧
表
①
参
照

ω一
役
員
・
教
職
員

理
事
9
人
・
監
事
2
人
・
評
議
員
幻
人

※
理
事
会
・
評
議
員
会

理
事
会
4
回
開
催
、
評
議
員
会
3
回
開
催
、

監
事
監
査
1
回
実
施
、
会
計
士
監
査
4
回

ω教
職
員
表
②
参
照

二
、
事
業
の
概
要
（
当
該
年
度
）

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
尊
敬
・
責

任
・
自
由
」
と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
品
位
高
尚
」
「
秩
序
倹
約
」
「
創
造
自
立
」

同
国
間
間

を元に、それぞれの学科、部暑において

計画した教育・運営に関する事項を
実施した。

ω法人関係
・新任式・年度当初学圏全体職員会
．平成部年度大学入試センター試験

会場校
・年度末学園全体職員会

ω大学院・大学・短大で実施した主な
事業
・大学第訂回、短大第臼回、専攻科第

四回入学式
・第1回i第3回オープンキャンパス
．平成部年度大学・短大入学者選抜

実施内容及ぴ教育内容等説明会
・KGCサマ1リフレッシュプログラム

【教員免許更新講習会】
－AO生I期1E期選抜実施

ぷ瓦ぞ？ 入学 在．宇生置E 収容
定員 1年次 ~ 合酎 定員

40 131 62 閣93団四 釦

z女; ｜抽掴 120 240 

幼児教育学科 140 134 140 274 280 

生活蓄術科 20 12 15 27 40 

音楽科 30 10 20 30 60 
文化学科 40 24 22 46 80 
品Eヨ 酎 漠初 242 290 532 780 

9両lリ思疎科｜刻開専攻~ 20 ~ 

・
大
学
3
年
編
入
I
期
i
E期
選
抜
実
施

．
大
学
・
短
大
「
高
大
連
携
生
」
遺
按
実
施

．
大
学
・
短
大
「
特
待
生
・
指
定
枝
生
・
公
募

推
薦
生
I
期
・
特
別
生
I
期
」
選
抜
実
施

・
大
学
入
学
・
短
大
「
公
募
推
薦
生
E
期・

特
別
生
E
－
専
攻
科
I
期
」
選
抜
実
施

・
第
9
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
郡
山
女
子

大
学
家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
主
催
「
環

境
中
の
放
射
線
と
そ
の
影
響
」

・
大
学
・
短
大
「
一
般
生
I
期
i
E期
・
大
学

3
年
編
入
E
i
E期
」
遺
故
実
施

・
大
学
院
修
士
課
程
第
却
岡
修
了
式
、
大

学
第
叫
園
、
短
大
第
位
回
専
攻
科
第
四
回

卒
業
式

そ
の
他

主
任
・
大
学
・
短
大
教
授
会
・
研
究
科
委
員

会
（
月
1
回
）
、
入
試
判
定
委
員
会
、学
生
生

活
委
員
会
、
就
職
対
策
委
員
会
・
担
当
者
会

議
、
期
末
試
験
、
教
育
実
習
、
定
期
演
奏
会
、

卒
業
研
究
発
表
、
健
康
診
断
、
学
生
相
談
、

教
育
課
程
体
験
事
前
指
導
な
ど

※
平
成
剖
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

大
学
卒
業
者
数
1
1
9
人

就

職

希

望
者

1
0
1
人

就

職

決

定

者

数

1
0
1
人
（
就
職
率
1
0
0
%）

四一四一必一関一

m一
m

思自足且
【夜間】

720 

ω 
ω 
120 

鋭泊

自

m一四一世山一昭一樹

在鰭学生 II:
E年次 3年:II:

102 125 
4 11 

18 10 

35 36 

159 182 

時一位一
4
一8
一a一錨

科
一
科
一
料
一
科
一
断

I~ 
事務聡貝72名】

茸摺・a圃｜ 合計
お名 お名
ω名 l弱名
19名 82名
4名 13名
109名お5名

E司教随員228名撤育随員1日名
学峻盟l laDIU量監

視U女子失望R I 37名｜ 22:名
nw女子大，姐期お響割 ｜ お名｜ 紛名
肌』女子大学帽高等学校｜ 弘名｜ 略
楓U女子大学附属綬欄圃 ｜ 8名｜ l名

酎 I154名 I72:名

女時咽雇用取貝 7名

短
大
卒
業
者
数
2
7
4
人

就

職

希

望
者

2
3
9
人

就

職

決

定

者

数

2
3
4人
（
就
職
率
槌
%
）

ω附
属
高
等
学
校

「
私
を
創
る
l
未
来
の
私
を
考
え
て
l
」

と
い
う
努
力
目
標
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
目
標
設
定
し
、
高
校
生
活

を
よ
り
有
意
義
に
送
る
為
に
、
生
徒
の
自
己

啓
発
と
自
発
性
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
全
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
。
教
師
自
身
も
、各
学
科
・
教
科
や
各
部

署
・
学
年
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
努
力
目
標

を
設
定
し
、
そ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
充
分

に
努
力
し
た
。

実
施
し
た
主
な
事
業

・
附
属
高
等
学
校
第
弱
回
入
学
式

・
体
験
入
学
（
高
校
）

・
修
学
旅
行
（
第
2
学
年
）

－
入
試
内
容
等
説
明
会
（
3
回）

・
附
属
高
等
学
校
特
待
生
推
薦
生
選
考
会

．
附
属
高
等
学
校
学
力
選
考
会

・
附
属
高
等
学
校
第
見
回
卒
業
式

．
附
属
高
等
学
校
新
入
生
説
明
会

そ
の
他

職
員
会
議
・
選
営
委
員
会
（
月
l
回
開
催
）

考
査
（
前
期
中
関
、
前
期
末
、
後
期
中
閥
、
後

期
末
、
追
、
再
、
音
楽
科
実
技
等
）
実
力
テ
ス

ト
、
教
育
実
習
、
進
学
相
談
会
、
集
会
・
表
彰

伝
達
式
・
壮
行
会
、
交
通
安
全
教
室
、
列
車
通

学
者
指
導
、
自
転
車
点
検
、
健
康
診
断
、
校

内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
校
内
球
技
大
会
、
定
期

演
奏
会
、
卒
業
発
表
会
、
卒
業
作
品
展
な
ど

部
活
動
及
び
応
募
等
の
全
国
大
会
出
場

－
第
伍
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学

校
選
手
権
大
会
出
場
・
第
前
回
国
民
体

育
大
会
出
場
一
新
体
操
部
・
第
四
回
マ
ー

チ
ン
グ
＆
バ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会
優
秀

賞
、
講
評
者
特
別
賞
受
賞
・
第
辺
四
日
本

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
入

選
・
第
四
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
金
賞
、
銀
賞
、
入
選
・
第
印
回
全
国
高

等
学
校
決
勝
弁
論
大
会
優
勝

ω附
属
幼
稚
園

本
闘
は
、
「
よ
く
み
る
、
よ
く
き
く
、
よ
く

か
ん
が
え
て
」
を
教
育
目
標
と
し
て
、
教
職

員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
園
児
一
人
ひ
と

り
に
き
め
細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で

の
遊
び
に
も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

特
に
、
園
児
の
事
故
を
な
く
す
こ
と
に
努

め
、
生
活
指
導
に
力
を
入
れ
、
安
全
管
理
に

心
が
け
生
活
習
慣
の
形
成
の
徹
底
を
図
る

こ
と
、
園
児
一
人
ひ
と
り
へ
の
気
配
り
を
良

く
す
る
こ
と
、教
師
聞
の
連
携
を
十
分
に
困

る
こ
と
に
努
力
し
た
。

延
長
保
育
は
、
仕
事
や
家
事
都
合
等
で

利
用
す
る
家
庭
も
多
く
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
保
育
が
進
め
ら
れ
た
。

実
施
し
た
主
な
事
業

・
附
属
幼
稚
園
第
回
回
入
図
式

・
平
成
部
年
度
入
園
説
明
会
（2
回
）

．
附
属
幼
稚
園
運
動
会（
第
二
体
育
館
）

．
平
成
部
年
度
入
岡
面
接
、
1
日
入
岡

．
附
属
幼
稚
園
第
田
回
卒
園
式

そ
の
他
・
春
・
秋
の
遠
足
、
保
育
参
観
、
お
泊
り
保

育
、
七
五
三
、
ほ
く
と
わ
た
し
の
さ
く
ひ
ん
て

ん
、
ク
リ
ス
マス
会、
お
も
ち
つ
き
、
節
分
の
お

あ
つ
ま
り
、
お
別
れ
会
食
、
親
子
パ
1
－ア
ィ
1
、

発
表
会
、
園
庭
整
備
、
父
母
の
講
座
、
K
G
C

マミ
1
ク
ラ
プ
な
ど

ω家
庭
寮
（新
入
寮
生
団
名
）

・
新
入
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ

ー
会
議
（
月
1
回
開
催
）、
入
寮
生
歓
迎
会
、

お
食
事
会
、
七
夕
会
、
い
も
に
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
皐
寸
ω大
学
図
書
館
（高
枝
分
館
を
含
む
）

．
本
学
図
書
館
高
大
連
携
打
合
せ
会

．
運
営
委
員
会
・
蔵
書
点
検

の
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

・
平
成
M
年
度
大
学
生
6
名
、
短
大
生

m名
、
高
校
生
叩
名
計
部
名

ω学
生
・
生
徒
・
園
児
募
集

－
進
学
相
談
会
（会
場
形
式
四
回
）

．
高
等
学
校
訪
問
（延
べ
4
6
9校
）

．
中
学
校
訪
問
（碍
へ
1
0
1
技
）

・
園
児
募
集
（パ
ン
フ
レ

F）

ω安
全
管
理

・
学
生
・
生
徒
・
園
児
の
安
全
対
策
（警
備
の

強
化
に
よ
る
安
全
確
保
）、
砲
台
の
監
視
カ

メ
ラ
を
配
置
、
夜
間
の
警
備
員
に
よ
り
、
特

に
下
校
時
や
部
活
動
帰
り
の
学
生
・
生
徒
の

安
全
に
努
め
て
い
る
。

・
交
通
事
故
防
止
ポ
ス
タ
ー
掲
一不
等
で

安
全
運
転
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

－
避
難
訓
棟
（大
学
・
短
大
1
回
、
高
校
1
回、

幼
稚
園
2
回
、
家
庭
寮
2
岡
）

側
施
設
・
設
備
関
係

各
学
校
毎
に
安
全
性
（放
射
線
対
策
等
）
と

ア
メ
ニ
テ
イ
（快
適
な
空
間
）に
配
慮
し
た
教

育
研
究
環
境
の
整
備
を
優
先
順
位
に
よ
り

行
っ
た
。

－
西
門
前
土
地
買
収
（郡
山
市
島
二
丁

目
日
香
／
3
6
2
d）

2

つ
つ
じ
館
空
調
設
備

3

創
学
館
屋
上
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池

4

第
2
次
除
染
対
策
（学
園
キ
ャ
ン
パ
ス

全
域
）
施
工

5

学
生
・
教
職
員
用
ノ
l
ト
P
C

6

食
品
放
射
能
測
定
機
器
1
台

7

介
護
実
習
用
機
器

8

大
学
図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新

9

本
部
キ
ャ
ンパ
ス
内
及
び
附
属
高
校
内
、

附
属
幼
稚
園
内
防
犯
カ
メ
ラ

m
附
属
高
校
教
務
シ
ス
テ
ム

ω環
境
関
係

①
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
を
評
価
す
る

「第
4
回
エ
コ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
全
国
1

4
7大
学
中
総
合
8
位
。

②
平
成
M
年
度
「
福
島
議
定
書
」
事
業
に

お
い
て
事
業
所
部
門
で
郡
山
女
子
大
学
が

ゼ
ロ
エ
ミッ
シ
ョ
ン
部
門
賞
を
、
附
属
高
校
が

高
校
部
門
優
秀
賞
を
受
賞
し
た。

③
日
月
7
目、
8
日
に
ピ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま
復
興
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
フ
ェ
ア
2
01
2
」

へ
環
境
委
員
会
が
出
展
し
、本
学
の
環
境
活

動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

※
家
族
会
等

・
家
族
会
役
員
・
常
任
委
員
合
同
委
員
会

（4
月、
6
月
、
ロ
月）

・
家
族
会
総
会
（6
月
9
日
）

・
家
族
会
方
都
別
教
育
懇
談
会
（開
催
時

期
は
7
月
上
旬
か
ら
7
月
下
旬
）

・
県
南
・
郡
山
方
部
会
（高
校
）
い
計
2
方

部
、
南
東
北
・
浜
通
・
関
東
・
北
東
北
・
補
島
・

会
津
・
県
南
・
郡
山
方
部
会
（大
学
・
短
大
）

計
8
方
都

※
平
成
但
年
度
芸
術
鑑
賞
・
教
養
講
座

O
第
1
7
6園
芸
術
鑑
賞
講
座
「ミ
ラ
ノ
・

ク
？
ン
カ
合
唱
団
」
6
月
日
日
（金
）

O
第
1
7
7回
芸
術
鑑
賞
講
座
「
吉
田
兄

弟
」
7
月
四
日
（
火
）

O
第
1
7
8回
芸
術
鑑
賞
講
座
「斎
藤
清

版
画
展
」

m月
2
日
（火
）
1
7日
（日）

O
第
1
7
9回
芸
術
鑑
賞
講
座
劇
団
四

季
「ガ
ン
バ
の
大
冒
険
」
日
月
日
日
（
火
）

O
第
1
回
教
養
講
座
「
心
に
木
を
植
え
る
」

講

師

ク
ラ
イ
ブ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
ニ
コ
ル

氏

4
月

m日（
日
）

O
第
2
回
教
養
講
座
「
宇
宙
か
ら
の
メ
ツ
七

1
ジ
」
講
師
山
崎
直
子
氏

m月
m日

（月
）

※
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
講
演
「安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
求
め

て
」
講
師
児
玉
能
彦
氏

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「東
北
被
災
大
学
の
こ
の

1
年
の
取
組
み
と
地
域
貢
献
」
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

一
関
口
修
学
長

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
一
原

正
夫
氏、
日
高
義
博
氏
、
関
口
武
司
氏
、
遠

藤
静
子
氏

8
月
8
日
（水
）開
成
学
園
建

学
記
念
議
堂

※
名
誉
学
園
長
関
口
富
左
先
生
の
学
園
葬

平
成
部
年
1
月
3
日
（木
）ご
逝
去

平
成
お
年
1
月
却
日
（火
）学
園
葬

於

一
郡
山
開
成
学
園
建
学
記
念
講
堂

一
般
会
葬
者
一

1
、3
2
3人



開成の杜（7)

学
技
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
平
成
一
一
十

四
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
東
邦
監
査
法
人
の

監
査
を
受
け
、
理
事
会
・
評
議
員
会
で
報
告
、

決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た

資
金
収
入
合
計
は
、
5
，5
1
5，0
0
6千

円
と
な
り
、
予
算
よ
り
4
2
4，7
9
6千
円

上
回
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
、
寄
付

金
収
入
、
雑
収
入
等
で
は
見
込
み
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
補
助
金
収
入
、
そ
の
他
の
収

入
等
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

資
金
支
出
は
、
資
金
支
出
調
整
勘
定
で

見
込
み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
す
べ

て
の
支
出
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、
4
，

1
7
9

．74
6千
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
1
・

3
3
5

．26
0千
円
と
な
り
、
予
算
よ
り
3

7
5，4
1
0千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
消
費
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、
消
費
収
入
合
計
よ
り
消
費
支
出
合

計
が
大
き
い
た
め
、
当
年
度
消
費
支
出
超
過

額
は
、
8
0
3

．08
7千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。従
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
度
の
消
費
収
支

は
、
当
年
度
消
費
収
支
超
過
額
8
0
3

．08

。賃金鵬計算書
賞金収支計算について、その主忽内容を己報告し、たします。
平成24年4月1日かB平成25隼3月31日まで

舗盆眠入＠醐

7千円に、平成二十三年度決算の操越
消費支出超過額4．382，900千円
を加え、翌年度繰越消費支出超過額
は、5．185，987千円となりました。
一方、貸借対照表では、資産に関し
ては、将来に備え、教育、研究、施設等

を充実させるため、資金を計画的に積

立て、安全で有利な資産運用に努めて
おります。

また、負債に関しては、退職給与引

当金の計上、及び次年度授業料等前
受金、期末未払金等以外には、金融機

関等からの借入金もなく、健全な財務
状況にあります。

平成二十回度末の正味資産は、前年
度比738．922千円減少し、9，95
8．515千円となっております。

学生生笹等納付金額入 1.1112.21崎且自由 1,1眠畠28,2駒 m.1駒
手鑑料阪入 11,1llO,GOO 叫IM2P1 A 刷2/IZ1
寄付金収入 111,01111,』聞 11,00:且圃E 乱闘7四国

補助金既入 r.rtMllJJ)lllJ 副酬un.sso A 旭国L割1昆抱一
国庫補助金収入 割拠L由加岬伺 制眠ル輔訓。。 A民同醐

地方治共団体【駒補助金般入 島岨"2111.11回 m酬町田 ι官官P,DI明臨
地方公共団体開1補助盆収入 亀3司凪.000 乱4串邑制崎 287,400 

資産量周眠入 V鳥eoo.oao 制』13,461 ＂＂＂倒院綱高
寅量売却取入 ’国!,IX回 。 ’国!,IX固

－収入 S1.S創k制拘 51,218,111加 ""4,71叫蜘

働担入 1富島4凧.oao 引叫駒市町 3,国凪刷・

薗吏金収入 盟眠lillD.ll回 304,717，宵闇 h’11,217，胃E

そ＠仙の唄入 制18,2118,9蝿 刷2,＇事弱岬，s ""209,4昌則舗ー
資S収，＿.盤勘定 A叫 .oao.oao ι‘zr，；，園町魯 ""72,帥U沼
甑年鹿編越材、貴金 邑田M,4211,034 E，回’,420,0田
貴金底入0・合計 1,0創出0.000 E，町民llOl.43I L> c風神M揖

C単位円】

人件翼支出 ゆ制~100』悶 1，概略畠圃臨調7 "" a盟問:m
叡宵唱Rf!:糧費支出 572, 180,000 観凧n乱帽章 ，，..，鋼削抱一

管理鍾興支出 円羽田』闘 130,＇・町，1711 A ’ .. ・”，17・
..  園保支出 45,島崎岬閃 4島S刊以担D ""1,130,5!舗

陸個関係支出 75.11咽>.000 ee.un.s帽 ""13.4制刷。

費量週周支出 ’Z回以11111,1:闘 唱，123,－，.回 "-Z!,町制

そ＠惜の支出 143,11蝿S掴 169,li目指叩 611,制措S布
予惜賓 u刷>.000 1民111.000
賞金支出慣奮闘定 血君”圃・Z園 ι刷,802,26'1 57,11112抽唱耳

歳隼・ーー曹払賞金 制糊臨>.000 1,131,2圃匙盟’ L> 171,4:旬凪－

賓室支出COii1!11，十 5,舗凧創凪創出血 I，田Ii,•剖... "-CM,1首岬.

｛園地．円｝贋金支出＠冊

平
成
二
十
五
年
五
月
一
一
十
八
日

学
技
法
人
郡
山
開
成
学
園

監

事

橋

本

忠

雄

監

事

遠

藤

武

士

私
た
ち
は
、
学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、
私
立
学
校
法
第
三
十
七
条

第
三
項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
平
成
三
十
四

年
度
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
に
お
け
る

財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
（
資
金
収
支
計

算
書
、
消
費
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
及

び
附
属
明
細
表
）
を
含
め
、
学
校
法
人
の
業

務
並
び
に
財
産
の
状
況
に
つ
い
て
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、
理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、
重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
恩
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

監
査
の
結
呆
、
私
た
ち
は
、
学
技
法
人
の

業
務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で

あ
り
、
財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計

帳
簿
の
記
載
と
合
致
し
、
法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、
学
校

法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
闘
し
不
正
の
行

為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た

。

以

上

消費収支計算について、その主芯内容を己報告し、たします．
平成24年4月1日から平底25年3月31固まで
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檀限値勘定 邑.100，』ω
水道施脚周棺 ．髄s・4 獅罰欄帽 18,108,9Z6 

借地権 ・ω』舗
．蹟却且、権 2.t111.網”
ソフトロェア 5件 30,D帥:m 据置慣却損酎唱E 18,385,773 

温周財産 亀畠剖也墨画凪Jn.‘

現金罰金 2,8:話,280.S舗 預Mil;東邦但行他討す

有価E’ 500,000，』ω 外... 

出資金 ・11151,4凶 田県私学握奥歯箇金値

宵賞a字盤盆引当特定貧富 国風7町A岨

未収入金 、127,11113,S盟a 温臆金周回受付金他
前払盆 t’S置2

モの仙の蝿虚 I,荷叩副

寅・a酎 判,34S,I剛，島崎

固定負債 ‘臨調也諸国証

置・鎗与引当金 －調節畠陣 遺構鎗与l己保る見積債，．

畏思案払金 5S,百民R姐

沼町負債 ‘掴1,71飽3留

輔企 調’圃i,211:1

軍担金 304,717,7悶 平成25年度生入管企簿

東白金 114;盟副

財産目録について、その主~内容を己報告いたします。
平成25年3月31日現在 ｛単位・同）

。財産臨錨衰

唱n',11回日園量

唱島個目r,411,0舗

7,D77,7/ID,圃掴混価慣却（！）.’tlla，闘訓1.177自 IE剛・



開成の祉（8)

ピ
ア
ノ
の
名
手
田
部
京
子
さ
ん
と
カ
ル

ミ
ナ
四
重
奏
団
を
招
い
て
の
、
祝
・
入
学

第
1
8
0園
芸
術
鑑
賞
講
座
が
6
月
M

目
、
建
学
記
念
醗
堂
で
行
わ
れ
た
。

田
部
さ
ん
は
高
校
在
学
中
、
日
本
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
に
最
年
少
で
優
勝
、
東
京
芸
術

大
学
に
進
学
後
、
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大
学
、
大

学
院
を
主
席
で
卒
業
、
多
く
の
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
受
賞
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
か
ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

カ
ル
ミ
ナ
四
重
奏
団
は
ス
イ
ス
で
結
成

さ
れ
、
世
界
の
舞
台
で
お
年
間
演
奏
し
続

け
て
い
み
。
今
回
は
ピ
ア
ノ
と
弦
療
四
重

奏
の
共
潰
が
実
現
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l
ンの

無
言
歌
集
よ
り
「
ペ
ニ
ス
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
歌

第
2
脅
」
、
シ
ュ
1
マ
ン
の
子
供
の
情
景
よ
り

「
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
」
な
ど
5
曲
が
潰
奏
さ
れ
た
。

関天
す理
る~
交玄

蜜語
τ＇；＇ %1;' JI!壇
r 活
s E買
運 E

8
月
初
日
に
奈
良
県
天
理
市
に
あ
る

天
理
大
学
か
ら
の
要
請
で
、
学
生
の
環
境

活
動
に
闘
す
る
交
流
会
が
天
理
大
学
と

郡
山
女
子
大
学
と
の
聞
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
理
大
学
か
ら
は
学
生
担
名
と
教
膿天理大学と交涼を深めたNSLBI!

員
8
名
、
郡
山
女
子
大
学
か
ら
は
環
境
活

動
を
行
っ
て
い
る
N
L
S都
の
学
生
時
名

と
教
職
員
7
名
が
診
加
し
ま
し
た
。

交
流
の
内
容
は
、
N
L
S部
が
調
べ
た

本
学
の
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
り
組
み
、
学

園
内
の
太
幡
光
発
定
、
学
内
放
射
観
量
の

調
査
に
つ
い
て
と
、
環
境
養
員
会
と
N
L
S

都
が
共
同
で
行
っ
た
環
境
活
動
な
ど
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
天
理
大
学
の
学
生
は
、

大
学
が
募
っ
た
来
日
本
大
震
災
の
被
害
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
人
た

ち
で
し
た
。

そ
の
後
、
午
後
に
は
学
園
内
を
案
内
し
、

R
I室
や
太
陽
先
発
電
な
ど
の
施
設
を

説
明
し
な
が
ら
、
大
学
生
活
に
関
す
る
こ

と
な
ど
互
い
に
交
流
を
諌
め
ま
し
た
。
天

理
大
学
K
N
L
S部
の
活
動
や
エ
コ
＆
マ
ヤ
ン

パ
ス
の
取
り
組
み
の
説
明
を
す
る
出
？
で
、

副
総
た
ち
の
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
活
動
が
経
費
の

削
誠
を
生
み
、
そ
の
予
算
で
快
適
な
生
活

環
境
を
広
げ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
N
L
S穏
で
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
日

ピアノと慾衆国重奏のiP'1の共演

商
都
郡
山
の
衰
を
移
る
第
鶴
岡
う
ね
め

ま
つ
り
が
8
月
l
Bか
ら
3
B問
、
郡
山

駅
前
大
通
り
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。
最
終

日
の
3
日
に
は
「
踊
り
流
し
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
行
わ
れ
、
初
参
加
の
本
学
が
大
貨
を
受

賞
し
た
。
最
終
日
の
踊
り
流
し
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

お
国
体
・

3
2
0
0入
が
踊
っ
た
。
本
学

は
大
学
・
短
大
の
学
生
・
附
属
高
校
の

生
徒
・
教
職
員
な
ど
3
0
0人
が
お
揃
い

の
T
シ
ャ
ツ
（
大
学
・
短
大
生
・
教
臓
員

は
ネ
イ
ピ
l
、
高
校
生
は
シ
9
w
J
や
ン
グ
ピ

ン
ク
）
襲
で
見
事
な
踊
り
を
鍍
露
し
、
卒

業
生
や
市
民
か
ら
大
声
援
を
受
け
て
い

た
。
「
大
賞
は
郡
山
女
子
大
学
」
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
る
と
大
教
声
が
上
が
り
、
学

生
・
生
徒
ら
は
抱
き
あ
っ
て
喜
ん
で
い
た
。

石
村
副
学
長
は
「
短
期
間
の
練
習
で
、

郡
山
女
子
大
の
元
気
を
発
信
し
て
く
れ

た
学
生
や
生
徒
に
感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ

た。

情
人
の
部
で
も
佐
々
木
影
官
民
さ
ん
（
短

大
・
音
楽
1
年
）
、
横
尾
英
恵
教
諭
（
附

属
高
校
）
、
鈴
木
樟
子
講
師
（
短
大
・
幼

教
）
が
選
ば
れ
た
。

ヨ

ショッキングピンクが也似合し、附属高校

萄
自
動
車
通
学
が
可
能
に

区
大
学
・
短
大
の
学
生

8
月
1
日
か
ら
国
道
綿
号
娘
沿
い
駐

車
場
（
1
2
5台
駐
車
可
）
の
選
用
が
開

始
さ
れ
、
大
学
・
短
大
生
の
自
動
車
通
学

が
可
鵡
と
な
っ
た
。

自
動
車
通
学
を
希
望
す
る
学
生
は
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
生
生
活
部
に
申

し
込
む
こ
と
。
こ
れ
に
伴
内
学
生
の
教
験

員
用
駐
車
場
の
剥
用
は
一
切
で
き
ま
せ

ん
。
$
欝
し
く
は
学
生
生
活
部
へ
。

本
学
所
蔵

紙
上
美
術
展

n

x率先生を先頭に見司·~o~銭.

「
乾
漆
盤
」

創
学
館
1
階
に
展
示
さ
れ
て
い
る

大
曲
駒
村
（
お
お
ま
が
り
・
く
そ
ん
、

1
8
8
2
1
1
9
4
3）
と
い
う
ひ
と
が
い

た
。
福
島
県
相
馬
郡
小
高
町
（
現
在
の
甫

相
馬
市
）
の
出
身
で
、
銀
行
勤
務
の
傍
ら

俳
句
を
た
し
な
ん
だ
。
銀
行
を
退
職
し
た

畿
は
古
川
柳
の
研
究
に
没
頭
、
『
川
柳
譜

必
需
』
金
泌
巻
と
い
う
大
著
を
ら
の
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

こ
の
大
曲
駒
村
は
1
9
2
3
（
大
正
路
）

年
9
月
1
目
、
関
東
大
震
災
に
遭
遇
す
る
。

当
時
駒
村
は
巣
鳴
に
居
住
し
て
い
た
が
、

そ
の
日
は
た
ま
た
ま
新
宿
の
友
人
宅
に
居

た
。
か
ろ
う
じ
て
難
を
逸
れ
て
自
宅
に
戻

り
、
家
族
の
安
否
を
確
認
し
た
畿
に
、
当

時
の
東
京
市
内
の
状
況
や
報
道
｛
震
災
当

初
は
張
り
出
し
号
外
で
あ
る
）
の
謙
子
を

郡
山
開
成
学
闘
で
は

関
学
以
来
、
芸
街
鑑
賞

講
座
と
し
て
演
奏
会
や

漬
劇
、
美
都
展
な
ど
を
開

催
し
て
い
る
。
今
回
は
信
用

U
回
、
み
じ
会
期
間
中

の
同
時
開
催
と
し
て
「
角

田
弘
司
・
純
一
漆
菜
二

人
展
」
を
開
催
す
る
。

お
二
人
は
会
樟
を
拠

点
に
制
作
活
動
を
続
け

て
い
る
漆
諜
家
で
、
時
月

8
Bか
ら
日
目
ま
で
、
父

子
の
代
表
作
「
石
垣
」

「
田
園
」
な
ど
お
点
念
展

示
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
令
写

真
の
「
乾
漆
盤
」
を
使
用

し
て
、
色
漆
の
調
子
や
乾

き
具
合
を
見
な
が
ら
完

成
さ
せ
て
い
る
。

（
和
知
｝

つ
ぶ
さ
に
冷
静
に
記
録
し
、
こ
の
年
の

m月

に
仙
台
の
印
刷
所
か
ら
出
版
し
た
。
『
東

京
灰
強
記
』
（
東
北
印
刷
株
式
会
社
出
版

部
、
の
ち
中
公
文
庫
に
収
録
）
が
そ
れ
で

あ
る
。
個
人
が
探
録
し
た
、
他
の
関
東
大

震
災
の
記
録
に
比
し
て
こ
の
本
が
珍
し
い

の
は
、
「
図
書
の
行
衛
」
と
い
う
頁
を
割
い

て
、
市
内
の
書
庫
、
古
容
店
、
そ
し
て
公
共

及
び
大
学
図
書
館
の
犠
災
に
つ
い
て
記
録

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
書
の
「
記
録
」
へ

の
関
心
会
伺
わ
せ
る
に
足
る
。

こ
の
号
が
出
る
よ
り
前
に
、
本
学
の
防

災
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
我
々

、
ま
た
、
未
曾
有
の
災
害
の
経
験
者
で
あ

る
。
記
録
を
残
し
た
先
入
の
意
思
を
継
承

し
、
自
然
災
害
へ
の
構
え
を
よ
り
怠
り
な

く
務
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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